














要な炭素源も奪ってしまうため、宿主植物は根粒数を適度に保つ Autoregulation of nodulation 
(AON)と呼ばれる制御機構を発達させてきた。これまでの AONの研究から、根での根粒菌
感染の情報がペプチドシグナルである CLE-RSs により地上部に伝達され、受容体型キナー
ゼ HYPERNODULATION ABERRANT ROOT FORMATION1 (HAR1)を介して根粒着生を抑制
するシグナルが地上部から根に輸送され根粒数の制御が行われていることが分かっている。
しかしながら、この HAR1 の下流における根粒数の制御機構は明らかにされていない。マ
メ科植物ミヤコグサ Lotus japonicusの har1変異体は、AONの破綻により過剰な根粒着生を
示す。先行研究により、根粒菌非感染の har1変異体の地下部と地上部においての網羅的遺




















可能性が考えられる。そして表現型解析により、LjSerpin1 遺伝子は通常の約 2-100 倍の過
剰発現でも、機能欠損変異体においても根粒や感染糸などの器官形成を正常に制御できな
いと示唆された。つまり、LjSerpin1 遺伝子は適切な発現量に厳密に制御されており、それ
により根粒および感染糸の形成制御に関わると考えられる。また細胞内局在解析より、
LjSerpin1 は核内の核小体に局在することが示唆され、主な働きであるリボソーム合成など
の細胞増殖に重要な機能への関与が考えられる。以上より、LjSerpin1 は根粒菌感染により
発現が誘導され、核小体に局在することで、根粒形成初期に必須の急速な細胞分裂に関与し
ていると考えられる。また AONを介した根粒菌感染情報により、HAR１またはその下流で
LjSerpin1 発現制御経路が駆動し、厳密に発現量と発現領域が制御されることで、根粒形成
および感染糸形成を抑え、適正量に制御する機能を示すと考えられる。 
